
1998年出上の木簡

層
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
建
物
遺
構
を
検
出
中
に
見
つ
か
っ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
時
期
的
に
は
幅
を
み
て
古
代
末
―
中
世
に
属
す
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
構
や
遺
物
か
ら
、　
一
般
の
集
落
の
建
物
と
い
う
の
で
は
な
く
、

持
別
な
目
的
で
作
ら
れ
た
臨
時
的
建
物
と
考
え
る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
具
体
的
に
は
、
土
地
の
神
を
祭
る
神
社
の
よ
う
な
建
物
で
は
な
い
か
、

と
現
状
で
は
理
解
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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上
半
を
欠
き
、
裏
面
に
は
記
載
が
な
い
。
上
部
の
符
線
に
つ
い
て
は
、
「天

原
発
微
」
３
正
統
道
蔵
』
巻
八
所
収
）
に
見
え
る
星
座

「鬼
」
の
図
に
似
て
お
り
、

そ
の
説
明
と
し
て

「
五
星
天
目
也

（中
略
）
五
穀
成
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
五

穀
豊
穣
を
祈
る
呪
符
の
可
能
性
が
あ
る
。
　
　
　
　
（瀬
戸
谷
暗
・
宮
村
良
雄
）

丘倉
・宮
内
黒
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
宮
内
字
広
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
七
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
出
石
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
寺
　
誠

５
　
遺
跡
の
種
類
　
注退
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

宮
内
黒
田
遺
跡
は
兵
庫
県
北
部
の
出
石
郡
に
鎮
座
す
る
但
馬

一
宮
出
石
神
社

の
す
ぐ
西
の
位
置
に
あ
り
、
弥
生
時
代
の
遺
物
散
布
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
北
約
人
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
奈

良

。
平
安
時
代
の
大
量
の
木
製

祭
祀
具
の
出
土
で
知
ら
れ
る
袴

狭
遺
跡
群
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら

は
合
わ
せ
て
正
Ｏ
点
以
上
の
木

簡
が
出
土
し
、
出
石
郡
衡
遺
跡

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
（本
誌

第

一
一
・
〓
一一―
一
七
。
一
九
号
）

木
簡
は
Ｇ
区
と
名
付
け
た
南

(出 石 )



北
五
〇
ｍ
東
西

一
七
ｍ
の
細
長
い
調
査
区
か
ら
出
上
し
た
。
層
序
は
上
か
ら
耕

上
、
床
上
、
暗
灰
砂

（近
世
）、
暗
褐
粘
土

（近
世
―
中
世
）、
そ
し
て
南
半
部
の

み
で
確
認
し
た
暗
茶
褐
色
粘
土
層

（奈
良
時
代
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
木
製

品
が
多
く
出
土
し
た
。
特
に
注
意
さ
れ
る
よ
う
な
遺
構
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

木
簡
は
三
点
出
土
し
た
が
、
い
は
暗
茶
褐
色
粘
土
層
か
ら
、
②
⑤
は
暗
褐
色

粘
土
層
か
ら
出
土
し
た
。
ま
た
こ
の
他
、
調
査
区
北
端
の
小
さ
な
流
路
跡
か
ら
、

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

人
形

・
斎
串
と
い
っ
た
木
製
祭
祀
具
が
出
土
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
人

形
は
顔
を
墨
書
き
で
表
現
し
た
も
の
な
ど

一
〇
点
が
出
上
し
た
。
平
安
時
代
初

頭
ご
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
袴
狭
遺
跡
群
と
同
時
期
の
祭
祀
具
が
出
石
神

社
周
辺
に
も
広
が
っ
て
出
土
し
た
点
は
、
木
簡
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
注
意

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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1998年出土の木簡
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い
は
全
長
四
七

伽
の
大
き
な
も
の
で
、
左
上
に
穿
孔
が
み
ら
れ
る
。
左
下

一

部
が
破
損
し
て
お
り
、
ま
た
右
辺
は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。
両
面
に
文
字

が
記
さ
れ
て
お
り
、
裏
面
の
文
意
か
ら
、
耕
作
に
か
か
る
土
地
の
貸
し
借
り
に

か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
耕
地
が

国
の
管
理
下
に
あ

っ
た
当
時
、
こ
の
契
約
に
は
末
端
の
行
政
機
関
が
関
わ

っ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
、
地
方
で
の
行
政
の
あ
り
よ
う
を
知
る
資
料
と
し
て
注
目
し

た
い
。

②
は
判
読
で
き
な
い
。
０
は
曲
物
底
板
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
花
押
の

よ
う
な
も
の
か
。

な
お
釈
読
に
あ
た
り
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。

（小
寺
　
誠
）

丘倉

・
脳
路じ
腿
職

彦
第
四
地
点
遺
跡

筏
む

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
朝
日
町

・
駅
前
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
人
月
―

一
九
九
九
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
中
川
　
猛

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（平
安
時
代
後
半
）、
城
下
町
跡

（江
戸
時
代
）、
姫

路
駅
駅
舎
跡

（近
代
）

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
前
期
前
半
―
平
安
時
代
後
半
、
江
戸
時
代
、
近

代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

姫
路
駅
周
辺
第
四
地
点
遺
跡

は
、
ほ
ぼ
姫
路
市
の
中
心
に
位

、

置
し
、
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
構
内
に
所

在
す
る
。
遺
跡
は
各
時
代
に
わ

た
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡

周
辺
に
は
市
之
郷
遺
跡
、
千
代

路

田
遺
跡
、
市
之
郷
廃
寺
、
播
磨

姫

国
府
推
定
地
で
あ
る
本
町
遺
跡
、

姫
路
城
跡
な
ど
が
あ
る
。
調
査
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